
６. 出 版 

呼吸器センター 
1. 福井基成：呼吸理学療法の総論 非侵襲的陽圧換気療法（NPPV）．初学者のための呼吸理学療法テキスト、メ

ディカ出版、大阪、2010.3 
 

腎臓内科 
1. 猪原登志子:血管炎の新分類基準、新治療や発症機構研究の世界的動向（後編）２．血管炎の臨床研究と臨床

研究-国際会議での話題から(1) 臨床研究。日本医事新報, (4472) : 47-49, 2010. 
2. 米倉由利子、近藤誉之、塚本達雄、松本禎之、武曾恵理：アフェレシスと起床疾患 Crow-Fukase症候群 日

本アフェレシス学会雑誌 29(1):135-139, 2010. 

3. 武曾惠理：3.急速進行性糸球体腎炎、ANCA関連腎炎において血漿交換療法、大量γグロブリン療法は有効な

のでしょうか？ C急速性糸球体腎炎、ANCA関連腎炎 EBM腎臓病の治療 2008-2009  富野康日巳 監修、

柏原直樹 南学正臣 編集 pp.69-73 2008年刊行 中外医学社、 

 

糖尿病内分泌センター 
1. 越山裕行 カルチノイド「今日の治療指針 2009 年版—私はこう治療している」医学書院 pp.583-584, 2009

年 

2. 越山裕行 血清脂質, 血圧管理 日本心臓リハビリテーション学会誌 2009,14(1):46-48 

3. 河崎祐貴子、越山裕行「産婦人科医に必要な糖尿病の知識」産婦人科治療「知っておきたい今日のホルモン

療法」 2009,98増刊：566-572 

4. 本庶祥子、越山裕行 インスリン分泌促進薬, インスリン抵抗性改善薬「いきなり名医！高齢者への上手は

薬の使い方—高齢者に対する薬の安全処方の仕方：多疾患時代のクスリのリスク」桑島巌 編 日本医事新報 

jmed mook pp.109-115  2010年発行 日本医事新報社 

5. 浜本芳之 チアゾリジン薬 「糖尿病最新の治療 2010-2012」 pp.147-150 2010年発行 南江堂 

6. 浜本芳之 インスリン分泌促進作用を越えたインクレチン治療への期待－インクレチンの膵β細胞増殖作用、

膵外作用－ 糖尿病プラクティス2010,27(2)：171-182  医歯薬出版 

 

血液内科 

1. 有馬靖佳 全身性の神経眼科疾患の最新管理 悪性リンパ腫--治療を中心に 臨床神経眼科学 pp.423-428 

2008年刊行 金原出版社  

 

脳神経外科 

1. 青木友和 悪性グリオーマに対する化学療法update:テモダールおよびその後. Annual Review 神経 2010 

pp.148-155 2010年刊行 中外医学社発行 

2. 青木友和 グリオーマの化学療法  脳神経外科臨床マニュアル第4版 端和夫 編集 2010年刊行 シュ

プリンガー・ジャパン発行  

3. 林英樹、高橋潤 Empty sella(トルコ鞍空洞症) 下垂体腫瘍のすべて、VII腫瘍類似病変 寺本明・長村義

之編  pp.312-316 2009年刊行 医学書院発行 

4. 高橋潤、岸陽 各論5.Anaplastic astrocytoma 脳腫瘍臨床病理 カラーアトラス 第３版 日本脳腫瘍病

理学会編 pp.28-30 2009年刊行 医学書院発行 

 

 

消化器センター 内科 

1. 八隅秀二郎 腹部エコーをマスターする 臨床研修プラクティス 2009,6(8) 

2. 福永豊和 肝機能障害や黄疸と聞けば 臨床研修プラクティス 2009,6(8)：21-28 

3. 八隅秀二郎 膵･胆道内視鏡検査 内科学書 pp.24-25 2009年刊行 中山書店発行 

4. 浅田全範,八隅秀二郎 膵・胆管合流異常 今日の消化器疾患治療指針 第3版 pp.849-852 2010年刊行 

医学書院発行 
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心臓センター 

内科系 

野原隆司 猪子森明 循環器の基本薬を使いこなす －胃機能保護を考慮した選び方・使い方のコツ－ 

Ⅰ．総論／選び方・使い方の基本ルール Ⅱ.心不全治療薬の選び方・使い方 pp9-17 服部隆一 編 2009 年

刊行 文光堂発行  

2．野原隆司 失神を究める 2009年刊行 メジカルビュー社  野原隆司 編 

3．循環器臨床サピア３ ICDとCRT-Dの臨床 －心不全・致死性不整脈への対応－ 2章 致死性不整脈を予知

する 運動と致死性不整脈  北風政史・金 智隆 pp46-52 2009年刊行 中山書店発行   

4. 野原隆司 循環器疾患最新の治療 2010－2011 巻頭トピックス 心臓リハビリテーションの実際 堀 正

二・永井良三 編 pp15-19 2010年刊行 南江堂発行 

5．野原隆司 狭心症・心筋梗塞のリハビリテーション 改訂第４版 狭心症・心筋梗塞における運動機能評価法

C. 核医学検査法 木全心一監修 齋藤宗靖・後藤葉一 編 pp115-125 2009年刊行 南江堂発行 

6．野原隆司 循環器臨床サピア４ 心臓リハビリテ－ション 実践マニュアル －評価・処方・患者指導－ 1

章 心臓リハビリテーションとは 心臓リハビリテーションの歴史と定義・目的 長山雅俊 編 pp2-5 

2009年刊行 中山書店発行 

7．春名 徹也 「いまさら聞けない心電図」 心房負荷所見、心房細動について 池田 隆徳 編 2010 年刊

行 メジカルビュー社発行 

外科系 

8．植山浩二 循環器疾患における失神の病態と治療を知るー弁膜症ー 失神を極める pp170～179頁 2009年

刊行 メジカルビュー社 

 

 

神経精神科 

1. 山岸洋（共訳）,ミュリエル・ラアリー著，濱中淑彦監訳 中世の狂気十一－十三世紀．，2010 年刊行 人文  
書院発行 

 

 

皮膚科 

1. 戸田憲一 網状皮班 皮膚疾患診療ガイド 第２版 宮地良樹、古川福実 編 pp361-363 2009年刊行 文

光堂発行 

２. 戸田憲一 先天性血管拡張性大理石皮班 皮膚疾患診療ガイド 第２版 宮地良樹、古川福実 編 

pp363-365 2009年刊行 文光堂発行 

 

健診部 

1. Ahsan MK, Nakamura H, Yodoi J Redox regulation by thioredoxin in cardiovascular diseases 
Methods in Redox Signaling edited by Dipak Das, Mary Ann Liebert, Inc. pp159-165, 2009 

2. 小﨑真規子. 13女性, 18喫煙, 19肥満, 35親密なパートナーからの暴力. 実践行動医学 -実地医療のため
の基本的スキル- 林野泰明（監訳）.メディカルサイエンスインターナショナル 2010 

 
 

薬剤部 

1. 宮本直冶 精神科領域の服薬指導Ｑ＆Ａ（部分執筆）2009年刊行 医薬ジャーナル発行 

 

 

小児科外科 

1, 佐藤正人 介護職の「医療的ケア」マニュアル 医療的ケア」はじめの一歩（分担執筆）2009年刊行 (株)

かもがわ出版発行 

 
看護部 
1． 松月みどり 急性期病院で実践できる救急救命士の役割の検討 救命救急 Vol.12 No.1 ,24～25,2009 財団

法人救急振興財団 
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2．松月みどり 【行動する看護師長－これからの臨床看護マネジメントの実践】スペシャリストとして働く 役 
職任期制でめざすことと人事考課制度の何が大事か｣ 看護管理 2009：19(8)：668-671 医学書院 

3．松月みどり 【救急患者のニーズに応えるトリアージナース その体制構築と求められる人材の育成】救急

医療の現状とトリアージナースについて 看護 2009：61(13)：40－43 日本看護協会出版会 
4．松月みどり 【やる気を引き出し、継続させるために スタッフが成長する相談テクニック】 スタッフとの

関わり方の心得 悩んでいるのは、あなただけではありません Nursing BUSINESS 2010：４(1)：10-14 
メディカ出版 

5．松月みどり マネジメント入門 生き生きとした職場づくりのヒント! 看護師が"辞めない"病院づくり エ

キスパートナース 2009：25(.13) 110－113 照林社 
6．松月みどり 【短期間正職員のいる病院】 「仕事を継続したい人」すべてが対象 看護学雑誌 2010：74(3)：

5-7 医学書院 
7．松月みどり 中堅ナースは言いたい！「私たちも大事にして！」 エキスパートナース 2010：26(4) 照林社 
8． 亀山花子、藤田城巳 【新人ナースのための夜勤で見るバイタルサインと神経症状】 注意を要する管理 ブ

レインナーシング 2009：25(6)：623-629 照林社 
9．鎗野りか 再入院OK バックベッドシステム構築に取り組んで 看護学雑誌 2009：73(9)：45－48 医学.

書院 
10．鎗野りか 認定看護師を目指すあなたへ～緩和ケア認定看護師編～6回シリーズ がん患者ケア 2009：2

（5-4）2010：3(1-4) 日総研 

11．清水理恵 ようこそ手術室へ オペナージング 2009：24(6)：84 メディカ出版 
12．木野寛子、峰博子：両親が主体的に取り組むための両親学級を目指して 妊産婦と赤ちゃんケア 2009：

1(4)：23-29 日総研 
13．澤田真理子 【食道がんの手術とケア】 食道がん切除術を受ける患者のケア 消化器肝胆膵ケア 2009：

14(5)：82-86 日総研 
14．森下久美子 ザ・サード「絆」の会 組織変革による地域貢献 サードレベルを卒業してからの出発 師長

主任業務実践 2009：15(309)：80-86 産労総合研究所 
15．西岡美栄、楠本由香、野村美香 【保存版 まるごと理解 脳腫瘍】脳腫瘍患者の看護 Brain Nursing 2010 

26(1)43-49 メディカ出版 
16．藤田城巳、北林良枝、野村美香：全国脳神経疾患病棟 おしえて！看護のくふう 

Brain Nursing 2010：26(1)：72－75 メディカ出版 
17．中村みどり 【症状マネジメント 疼痛以外の患者の訴えに看護師ができること】 尿をしたくても出にく

いのです 排尿障害 がん看護 2010：15(3) 南江堂 
 

 


